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自
治
会
連
合
会
で
は
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

連
合
会
・
地
区
活
動
を
掲
載
し
、
市
の

補
助
金
な
ど
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
情
報
発
信
及
び
交
流
の
場
の
１
つ
と

し
て
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
運
営
を
し

て
い
き
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
績
に
感
謝
す
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
継
続
し
て
い
く

こ
と
こ
そ
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

最
近
の
熊
本
地
震
に
見
る
よ
う
に
、
自

然
災
害
列
島
の
日
本
で
す
。
命
と
財
産
に

関
わ
る
だ
け
に
適
切
な
判
断
と
行
動
が
要

求
さ
れ
ま
す
。
連
合
会
で
も
減
災
に
備
え

て
、
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
に
、
恒

例
に
な
っ
た
「
家
庭
防
災
の
日
」
が
あ
り
、

昨
年
は
実
施
率
が
70
％
（
そ
れ
ま
で
は
20

～
28
％
）
で
住
民
の
意
識
は
向
上
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。

ま
た
、
進
む
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す

べ
く
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
に
、

今
年
は
意
識
し
て
全
力
投
球
で
取
組
み
、

努
力
し
て
大
き
く
前
進
す
る
年
で
す
。

さ
ら
に
、
自
治
会
連
合
会
主
催
の
「
市

政
懇
談
会
」
は
、
市
の
施
策
に
つ
い
て
市

長
の
話
を
聞
く
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
思
い
を
伺
い
、
市
政
に
反
映
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
各
地
域

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
市
長
、
行
政
と
の
顔
の

見
え
る
距
離
感
・
臨
場
感
を
実
感
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

連
合
会
に
も
問
題
は
山
積
み
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
時
代
・
実
態
に
対
応
し
て
出
来

る
も
の
か
ら
実
践
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①
自
治
会
加
入
率
の
向
上
②
女
性
役
員
の

積
極
的
登
用
③
皆
が
活
動
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
④
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
⑤
高
齢
者
の
健
康
長
寿
な
ど
を
推

進
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
役
員
の
経
験
を
是
非
多

く
の
方
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
悩
み
に
対
し
て
は
、
役
員
相
互
で

相
談
し
な
が
ら
、
解
消
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
治
会
長
の
複
数

年
経
験
者
は
、「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

言
う
方
が
多
い
で
す
。
ま
さ
に
自
治
会
の

良
き
理
解
者
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

最
後
に
、
健
康
長
寿
の
秘
訣
は
「
人
と

の
つ
な
が
り
」で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

元
気
な
磐
田
を
皆
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

本
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
て
３
カ
月
経
過

し
ま
し
た
。
新
任
の
自
治
会
長
さ
ん
に

と
っ
て
は
初
の
体
験
の
こ
と
で
も
、
従
来

以
上
の
内
容
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
大
変
で
す
が
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
は
住
民
の
組
織
で
あ
り
、
住
民

の
安
全
安
心
な
生
活
の
た
め
に
全
力
投
球

で
邁ま
い

進し
ん

し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
実
績
を
評
価
し
て
い
た
だ

い
て
大
変
立
派
な
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
関
東
管
区
の
警
察
局
長
、
防
犯
協
議

会
会
長
か
ら
の
特
別
功
労
賞
で
す
。「
地

域
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
」
と
評

価
さ
れ
、
ま
さ
に
皆
さ
ん
が
実
践
し
て
い

る
安
全
安
心
の
活
動
内
容
（
青
パ
ト
、
見

守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
安
全
等
）
が
い

か
に
全
国
的
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
誇

り
に
な
る
こ
と
か
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
会
員
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
協

力
と
情
熱
、
更
に
今
ま
で
の
先
輩
た
ち
の

自治会連合会長

神谷 五郎

平
成　

年
度

事
業
・
収
支
報
告

27

平
成　

年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算

28
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

 収　入
費　　目 収入額（円）

会　　　 費 1,690,000

交　 付　 金 12,433,700

負　 担　 金 600,000

前 年 度 繰 越 金 549,145

雑　 収　 入 323

合　　　 計 15,273,168

 支　出
費　　目 支出額（円）

会　 議　 費 500,148

事　 務　 費 2,383,249

支 部 助 成 費 7,360,000

視 察 研 修 費 1,018,206

事 業 部 活 動 費 3,202,589

負　 担　 金 147,000

予　 備　 費 0

合　　　 計 14,611,192

＜ 平成 27 年度 収支報告 ＞

 収　入
費　　目 予算額（円）

会 　 　 費 1,695,000

交　 付　 金 18,230,000

負　 担　 金 684,000

前 年 度 繰 越 金 661,976

雑　 収　 入 24

合 　 　 計 21,271,000

 支　出
費　　目 予算額（円）

会　 議　 費 600,000

事　 務　 費 2,784,000

支 部 助 成 費 11,825,000

視 察 研 修 費 1,110,000

事 業 部 活 動 費 4,652,000

負　 担　 金 200,000

予　 備　 費 100,000

合 　 　 計 21,271,000

＜ 平成28年度 予算 ＞ 【
28
年
度
事
業
計
画
】

「
安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
を
基
本
方
針
に
、
次

の
9
項
目
に
取
り
組
み
ま
す
。

１	

市
政
へ
の
関
心
を
深
め
、

	

市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映
さ
せ
る

	
	

市
政
懇
談
会
、
市
三
役
及
び
市
議
会
と
の

	
	

懇
談
会
等
の
開
催

２	

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

	
	

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、

	
	

地
区
安
全
会
議
へ
の
活
動
支
援
、

	
	

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

３	
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

	

推
進

	
	

家
庭
防
災
の
日
の
推
進
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化

【
28
年
度
事
業
計
画
】

「
安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
を
基
本
方
針
に
、
次

の
10
項
目
に
取
り
組
み
ま
す
。

１	

市
政
へ
の
関
心
を
深
め
、

	

市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映
さ
せ
る

	

市
政
懇
談
会
、
市
三
役
及
び
市
議
会

	

と
の
懇
談
会
等
の
開
催

２	

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

	

交
通
安
全
連
合
会
等
と
の
連
携
、

	

地
区
防
犯
組
織
へ
の
活
動
支
援
、

	

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
大
会

３	

防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

	

家
庭
防
災
の
日
の
推
進
、

	

自
主
防
災
組
織
の
強
化

４	

地
区
自
治
会
活
動
の
推
進

　

	

地
域
づ
く
り
組
織
へ
の
取
組

５	

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

	

自
治
会
長
情
報
懇
談
会
の
開
催

６	

環
境
美
化
の
推
進

	

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
、
環
境
美
化
活
動

４	

地
区
自
治
会
活
動
の
推
進

	
	

地
域
づ
く
り
組
織
へ
の
主
体
的
取
組
み
、

	
	

地
域
組
織
の
あ
り
方
の
研
究

５	

環
境
美
化
の
推
進

	
	

環
境
美
化
活
動
、
啓
発
活
動

６	

広
報
活
動

	
	

連
合
会
だ
よ
り
の
発
行
、

	
	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

７	

役
員
及
び
会
員
の
資
質
向
上

	
	

自
治
会
長
研
修
会
、
役
員
視
察
研
修
、

	
	

自
治
会
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

８	

自
治
会
課
題
の
解
決
及
び
組
織
見
直
し

	

に
向
け
た
取
り
組
み

	
	

組
織
見
直
し
に
向
け
た
協
議
の
実
施

９	

協
力
事
業

	
	

地
域
福
祉
や
青
少
年
健
全
育
成
、

	
	

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
等
へ
の
協
力
、

	
	

津
波
対
策
事
業
基
金
へ
の
募
金

各
地
域
で
は
地
域
づ
く
り
組
織
が
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
治
会
連
合
会
で
は
、
さ
ら
に
地
域
力
の

向
上
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
各
種
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

〜 31 地区・305 自治会の力の結集で安全安心のまちづくりに努めています 〜

〜
安
全
を 

つ
な
げ
て
広
げ
て 

事
故
ゼ
ロ
へ
〜

　

今
年
は
、
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
が
交
差
点
で
の
事
故
で

す
。
交
差
点
で
は
次
の
点

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
自
動
車
運
転
手
】

・
右
折
時
は
、
内
回
り
を

せ
ず
、
交
差
点
の
中
央

に
沿
っ
て
右
折
し
よ
う
。

・
横
断
歩
道
や
そ
の
周
辺

に
歩
行
者
を
見
か
け
た
ら
、

一
時
停
止
し
、
歩
行
者
の
保

護
に
努
め
よ
う
。

【
歩
行
者
】

・
周
囲
の
車
に
十
分
注
意
し
よ
う
。

・
夜
間
な
ど
は
自
発
光
式
反
射
材
を
着
用
す

る
な
ど
、
運
転
手
に
自
分
の
存
在
を
知
ら

せ
よ
う
。

7
月
11
日
（
月
）
か
ら
は
夏
の
交
通
安
全

県
民
運
動
が
始
ま
り
、

各
地
域
ご
と
に
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行

わ
れ
ま
す
。

「
お
も
い
や
り
」「
あ

り
が
と
う
」
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
、
ひ

と
り
一
人
が
交
通
安

全
意
識
を
高
め
る
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
活
動
に
つ
い
て

4
月
9
日
（
土
）
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
で

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
事
業

報
告
・
決
算
、
規
約
の
改
正
、
新
役
員
、
平

成
28
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
等
は
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
地
域
の
防
犯
や
交
通
安

全
な
ど
安
全
安
心
に
関
わ
る
活
動
を
よ
り
効

率
的
に
行
っ
て
い
く
た
め
、
自
治
会
連
合
会

と
交
通
安
全
連
合
会
の
組
織
を
一
体
化
し
、

交
通
安
全
活
動
を
自
治
会
連
合
会
で
行
っ
て

い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

皆
で
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

http://www.iwatashi-jichikai.jp/

磐田市自治会連合会 検索

自治会連合会ＨＰの紹介

特
別
功
労
賞
が
意
味
す
る
も
の

平
成
28
年
度
　
総 

会 

報 

告

H28.1.1 〜
H28.6.30

H27.1.1 〜
H27.6.30 比 較

事故件数 710 件 677 件 +33 件
死亡事故 6 件 1 件 +5 件

市内の交通事故発生件数

◀ 賞状を受け取る
　 神谷会長

皆さんの活動が評価され、▶
特別功労賞をいただきました



こ
の
3
月
26
日
に
、
今
ま

で
の
豊
岡
総
合
セ
ン
タ
ー
の

多
く
の
機
能
を
取
り
入
れ
た

複
合
施
設
と
し
て
豊
岡
中
央

交
流
セ
ン
タ
ー
が
落
成
し
ま

し
た
。
既
存
の
豊
岡
東
交
流

セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
豊
岡
地

区
で
は
、
地
域
活
動
の
拠
点

施
設
と
し
て
多
く
の
方
々
が

施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

豊
岡
の
新
し
い
地
域
づ
く
り

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
10
月
に
は
交
流
セ
ン
タ
ー
ご
と
に

自
治
会
連
合
会
と
地
域
に
あ
る
関
係
者
団
体
と
連
携
・
協
力
し

て
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
す
。
地
域
住
民
共

通
の
願
い
で
あ
る
「
安
心
・
安
全
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ
き
、
役
員
の
皆
さ

ん
と
力
を
併
せ
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

磐
田
支
部
内
に
は
13
の

地
区
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ

も
少
子
高
齢
化
が
進
み
自

治
会
の
運
営
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
各

地
区
で
「
地
域
づ
く
り
協

議
会
」
が
本
格
的
に
活
動

を
は
じ
め
ま
す
。

今
ま
で
の
防
犯
・
防
災
・

福
祉
等
を
一
体
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
充
実
し
た

も
の
と
す
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
12
月
よ

り
民
生
委
員
の
交
代
が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
長
と
民
生

委
員
が
協
力
し
て
「
安
全
で
安
心
な
生
活
」
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
住
民
の
協
力
が
大
切

で
す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

見付地区長
林 浩巳

中泉地区長
小柳 貴臣 

西貝地区長
中村 和良 

天竜地区長
鈴木 克巳

北地区長
藤田 允

東地区長
根本 邦雄

今之浦地区長
樋口 榮造

於保地区長
寺田 和弘

井通地区長
廣幡 喜代輔 

大藤地区長
岩本 佳光

岩田地区長
青島 浄

田原地区長
元場 千博

御厨地区長
鈴木 延男

向笠地区長
三浦 靖男

南御厨地区長
藤原 孝一

池田地区長
兼子 孝宏

富岡地区長
島岡 信生

豊田東地区長
伊井 正武

青城地区長
大澤 房男

南地区長
石川 好三

北地区長
深田 研典

中島地区長
山本 英勝

福田南地区長
星野 秀次郎

東地区長
山下 恭史

西部地区長
田中 健一

福田東地区長
寺田 一秀

福田西地区長
白井 幹廣

豊浜地区長
伊藤 富次夫

北部地区長
寺田 一雄

●
磐
田
支
部

●
竜
洋
支
部

●
豊
岡
支
部

支
部
長
　
水
野 

勲

支
部
長　
　
　
　
　

府
川 

光
利

●
福
田
支
部

支
部
長　

杉
浦 

聖

●
豊
田
支
部

支
部
長
　
村
上 

勇
夫

支
部
長
　
仲
川 

勝
彦

長野地区長
石川 和典

「
異
世
代
間
交
流
」
最
近
よ
く
耳

に
す
る
言
葉
で
す
が
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
大
変
重
要
な
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
と
、
地
域
の
人
々
・
お
年
寄
り
」、
地

域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
こ
竜
洋
学
府
で
は
、
6
月
に
地
区
内
の
広
場
に
小
学
校

3
校
の
児
童
と
中
学
校
の
生
徒
、そ
れ
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
方
々

が
、
あ
わ
せ
て
1
6
0
0
名
程
が
一
堂
に
集
ま
り
、
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
ゲ
ー
ム
や
食
事
を
し
、
異
世
代
間
の
親
睦
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。中
学
生
の
指
示
に
従
い
、

和
気
あ
い
あ
い
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
、
学
校
運

営
協
議
会
が
進
め
ら
れ
て
い

る
中
、
地
域
と
学
校
と
の
連

携
が
大
切
で
す
。

自
治
会
運
営
は
、
年
々

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
加
入
率
の
低
下

や
住
民
の
価
値
観
の
多

様
化
、
高
齢
者
世
帯
の

増
加
、
役
員
の
な
り
手

不
足
に
加
え
、
防
災
や

防
犯
、
地
域
福
祉
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
自

治
会
運
営
を
難
し
い
も

の
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、

一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
な
く
、
単
位

自
治
会
だ
け
の
努
力
で

解
決
で
き
る
課
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
会

連
合
会
と
し
て
、
単
位

自
治
会
と
連
携
し
な
が

ら
組
織
的
に
取
り
組
む

中
で
、
一
歩
ず
つ
前
進

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

災
害
発
生
、
教
育
、
福
祉
、

防
犯
等
の
分
野
で
地
域
の
役

割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
次
世
代
の
人
た
ち
に

誇
れ
る
地
域
を
作
る
た
め

に
、
行
政
と
共
に
推
進
し
て

い
る
新
た
な
地
域
づ
く
り

は
、
発
想
の
転
換
が
必
要
で

す
。
先
人
達
が
残
し
た
地
域

の
良
き
伝
統
を
残
し
な
が

ら
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
地
域
力
を
備
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。地
域
力
は
、

自
ら
が
参
加
し
、
関
わ
り
、

育
む
こ
と
で
強
く
な
り
ま

す
。
住
み
良
い
地
域
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
と
考
え
ま
す
。
皆

様
の
積
極
的
な
地
域
づ
く
り

へ
の
参
加
と
ご
協
力
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

各
地
域
の
取
り
ま
と
め
役

　
　
　
　

を
紹
介
し
ま
す

西地区長
吉野 博行


